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From the Department of Urology, Aichi Medical University
   Sultamicillin, a new semisynthetic oral  Q-lactam antibiotic, was evaluated for its antibacteria 
susceptibility and clinical efficacy against urinary tract infection (UTI), and the following results 
were obtained. 
   The sensitivity of sultamicillin (SBTPC) on 518 strains of clinical isolates from the urine were 
tested and compared to ampicillin (ABPC). S. aureus, S. epidermidis, Enterococcus sp., Strepto-
coccus sp., E. coli, K. pneumoniae, K. oxytoca, P. mirabilis, M. morganii and Acinetobacter sp. 
showed high sensitivity to SBTPC. The antibacterial activity of SBTPC was superior to that of 
ABPC in most strains and especially more superior in Q-lactamase producing strains. 
   The clinical effectiveness rate on a total of 15 patients with acute uncomplicated cystitis was 
93.3% and the eradication rate of causative organisms was 93.3%. On 15 patients with chronic 
complicated UTI, the clinical effectiveness rate was 73.3% and eradication rate was 76.5%. Side 
effects (diarihea)were observed in 3 cases, but this symptom was not severe and soon disappeared. 
Abnormal laboratory data due to the drug were not observed.
(Acta Urol. Jpn. 36: 861-867, 1990)
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緒 言
Sultamicillin(SBTPC)をよ米国 のPfizer社 の
Groton中央 研 究 所 に お いて 開 発 さ れ た半 合 成 経 口
β一lactam抗生剤 で,β4actamase阻害 作用 を有 す
るsulbactam(SBT)とampicillin(ABPC)とを
エ ス テル結 合 に よ り同一 分子 中 に 当 量ず つ 含有 させ た
もので あ る.本 剤 はSBTとABPC両 剤 の経 口吸収
性 を改善 す る と同時 に,加 水 分 解 され た時 遊 離 す る
ABPCとSBTの 協 力 作 用 を 期 待 し た"mutual
prodrug"とい われ る新 しい タ イ プの薬 剤 で,酸 性 条
件 下 で は安 定 で経 口投 与 後 腸管 か ら吸収 され,腸 壁 の
エス テ ラ ーゼ に よ り加水 分 解 されABPCとSBTと
に 遊離 し生体 内でABPCとSBTと して 作 用 す る1).









対 象 は1988年ll月1日よ り1989年2月28日ま での 期
間 に 愛知 大学 附 属病 院 泌 尿器 科 に て治 療 を 受 けた 患者
の 尿 よ りの分 離 菌(104/ml)518株で あ り,本 剤 の 感
受 性 を1度 デ ィス ク法(昭 和)に て行 いABPGと
比 較 検討 した.な お,感 受性(III)と(十)を 感受 性


























1薬 剤 感 受性 検 査
尿 中分518株 のSBTPCお よびABPCに 対 す
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Streptococcussp.95.5%と良 好 な 感 受性 率を 示 し
たが,ABPCに 対 してS.aureus43.8%,S.
epiderm正dis60,5%と感 受性 率の 低下 が み られ た.
特 に(3-lactamase産生 株 では そ の 差が 大 きか った.
グラ ム陰 性 桿菌 ではSBTPCに 対 してE.colig3.1
%,K.pneumoniae90.0%,K.oxytoca76.9%,
P.mirabilis90.0%,M.morganii72.7%,
Acinetobactersp.100%と良 好 な 感受 性 率 を示 した
が,ABPCに 対 してE.coli80.1%,K.pneumo-
niae30.0%,K.oxytoca15.4%,M.morganii
g.1%,Acinetobactersp.22.2%と感 受 性 率 の低 下
が み られ た.特 に β一lactamase産生株 で は そ の差 が
大 きか った.そ の 他 の菌 種 はSBTPCお よびABPC
に ほ とん ど耐性 で あ った.
2.臨 床 的 検 討
単純 性 尿路 感 染症 に対 す る結 果 をTable2に,複
雑性 尿 路 感染 症 に対 す る結果 をTable3に 示 した.
a)総 合臨 床 効果
単 純性 尿 路 感 染症15例に おい て は,症 状 の消 失14例
(93.3%),不変1例(6.7%),膿 尿V'.対す る効 果 は 正
常 化13例(86.7%),改善1例(6.8%),不 変1例
(6.8%),細菌 尿に対 す る効 果 は 陰性 化14例(93。3%),
不 変1例(6.7%)で あ り,総 合 臨床 効 果 は 著 効13例
(86.7%),有効i例(6.7%),無 効1例(6.7%)で
有 効 率93.3%であ った(Table4).
複雑 性 尿 路 感染 症15例につ い てみ る と,膿 尿 に対 す
る効果 は 正 常化3例(20.o%),改 善10例(66.7%),
不 変2例(13.3%),細 菌 尿 に対 す る効果 は陰 性 化11
例(73.3%),不変4例(26.7%)で あ り,総 合 臨床
効 果 は著 効3例(20.0%),有 効8例(53.3%),無効
4例(26.7%)で有 効 率73.3%であ った(Table5).
複 雑性 尿路 感 染症 に お け る疾 患病 態 別 に み る と総 合有
効 率 は第1群100%,第3群100%,第4群77.8%,第
5群0%で あ った(Table6).
b)細 菌 学 的検 討
単純 性 尿路 感 染症 よ りの分 離 され た 細 菌 は4種15株
で,E,coliが9株 と最 も多 く,つ い でS.epider-
midis3株,P・mirabilis2株,E・faecalis1株で
あ った.15株 中14株(93・3%)が 投 与 後 消失 した.
SBTPCに 感 受性 を 示 した14株 は す べ て 消失 した.
また,Q-lactamase産生 株 は8株 あ り,E.coliの1




あ った.17株 中13株(76・5%)が 投 与後 消 失 した.
SBTPCに 感 受性 を 示 した13株はす べ て消 失 した.ま
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株 とP.aeruginosa3株が 残存 した が 他 は消 失 した.
全 体 で は32株中27株が投 与 後 消 失 し除 菌 率 は84.4%0で
あ り,菌 交 代 は な く,残 存 菌 はS.aureus1株,E.
coli1株,P.aeruginosa3株で あ った(Table7).
副 作用 と して は軽 度 の下 痢が3例 に み られ た.臨 床
検 査 値 に てGOT,GPTの 上 昇 が1例 に み られ た が
本 剤 に よる もの とは 思わ れ なか った.
考 察
ペニシリソ系およびセフェム系抗生剤は,そ の基本













Eliminated [コ 8 11(43.3%)
Decreased
Replaced
Unchanged 2 2 9(26.7%)













1stgroup:Catheterindwelt 2 2 2(100%)
Monomicrobial2ndgroup:Postprostatectomy
infection'3rdgroup:UpperUTI 2 2 2(100%)
4thgroup:LowerUTI 9 3 4 2 7(77.800/a)
















ABPCの 抗 菌 力 が お よぶ よ うに な る.今 回,わ れ わ
れ は 臨 床 尿 中 分 離518株 に お け るSBTPCの 感 受 性
を 検 索 す る と と も に,尿 路 感 染 症30例 に 対 し て 使 用 し
そ の 臨 床 効 果 お よ び 安 全 性 に つ い て 検 討 した.
感 受 性 検 査 の 結 果 で は,S.epidermidis,S.aureus,
Enterococcussp.,Streptococcussp.,E.soli,K.
pneumoniae,K.oxytoca,P.mirabilis,M.
morganii,Acinetobactersp.など が 良 好 な 感 受 性



































































Subtotal 17 13(6) 4(4) 13(76.5) 4
Total 32 27(13) 5(5) 27(84.4) 5
楽lp‐]actamaseproducingstrains
対して感受性率の低下を示した.特 に β一ラクタマー













臨 床 よ り の 尿 中 分 離 菌5玉8株 に つ い て 本 剤 に 対 す る
感 受 性 を 検 索 す る と と も に,尿 路 感 染 症 に 使 用 しそ の
臨 床 効 果 と 安 全 性 に つ い て 検 討 し た.
1)本 剤 に 対 し てS.aureus,S,epidermidis,
Enterococcussp.,Streptococcussp.,E.coli,K.
pneumoniae,K.oxytoca,P.mirabilis,M.mor-
ganiiお よ びAcinetobactersp.が 良 好 な 感 受 性 を
示 し た.し か し,ABPCに 対 してS.aurcus,S.
epidermidis,E.coli,K.pneumoniae,K.oxyoca,
P.mirabilis,M.morganiiおよ びAcinetobacter
sp.では 感 受 性 率 の低 下 が み られ た.特 に そ の 差 は
β一lactamase産生 株 で 大 きか った.
2)臨 床 的 検 討 では,急 性 単 純 性 膀胱 炎15例に お い
て有 効 率93.3%,除菌 率93.3%,慢性 複雑 性 尿 路 感 染
性15例に おい て有 効 率73.3%,除菌 率84.4%であ った.
3)分 離 され た細 菌 は32株で あ り27株(84.4%0)が
投 与 後 消 失 した.感 受 性 示 した 株 は投 与 後す ぺ て 消失
し,感 受性 検 査 の 結 果 と細 菌 の消 失 率 は よ く相 関 し
た.β 一lactamase産生 株 は18株 あ り,投 与 後S.
aureusl株,P・aeruginosa3株が 残存 した が,他
の14株(73.7%)は消 失 した.
4)副 作 用 と し て は 軽 度 の下 痢 が3例 に み られ た
が,臨 床検 査 値異 常 は 認 め られ なか った,
5)以 上の こ とか ら本 剤 は,尿 路 感 染症 に 対 して 臨
床 効果 お よび安 全 性 の面 か ら も有用 性 の高 い 抗 生剤 と
考 え られ た.
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